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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相手側端子を挟持する平板状のコンタクト部と、コンタクト部を厚さ方向両側から覆う
カバー部と、一端側にコンタクト部及びカバー部が設けられ、他端側に任意の接続対象物
が接続される端子本体部とを備え、カバー部に設けたスリット状の開口部に相手側端子を
挿入することにより、コンタクト部に相手側端子を接続するようにした電気接続用端子に
おいて、
　前記端子本体部の一端側に相手側端子の挿抜方向に延びるように設けられ、一端側にコ
ンタクト部が形成されるとともに、コンタクト部と端子本体部との間にカバー部とカバー
部の開口部となる長孔が形成された平板状の延出部を備え、
　コンタクト部を延出部の長手方向一端側に折り返すとともに、コンタクト部を含む延出
部の長手方向一端側を長孔の長手方向中央から延出部の長手方向他端側に折り返すことに
より、コンタクト部を覆うカバー部を形成した
　ことを特徴とする電気接続用端子。
【請求項２】
　前記端子本体部の一端側にカバー部の基端側を固定する固定部を設け、
　固定部を、カバー部の基端側を覆うことにより延出部の折り返し方向反対側への戻りを
規制するように形成した
　ことを特徴とする請求項１記載の電気接続用端子。
【請求項３】
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　前記カバー部をコンタクト部の上面及び下面との間にそれぞれ所定の間隔を有するよう
に形成した
　ことを特徴とする請求項１または２記載の電気接続用端子。
【請求項４】
　前記カバー部の基端側にコンタクト部の厚さ方向両側からコンタクト部の基端側に当接
する突起を設けた
　ことを特徴とする請求項３記載の電気接続用端子。
【請求項５】
　請求項１、２、３または４記載の電気接続用端子を備えた
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項６】
　前記電気接続用端子を所定方向から挿入することにより電気接続用端子を保持するハウ
ジングを備え、
　ハウジングには、電気接続用端子が所定位置まで挿入されると電気接続用端子の所定位
置に係止して電気接続用端子の反挿入方向への移動を規制する係止部を設けた
　ことを特徴とする請求項５記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば配線ケーブルが接続され、コネクタのハウジングに固定して使用され
る電気接続用端子及びこれを用いたコネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の電気接続用端子としては、相手側端子を挟持する二股状のコンタクト部
と、コンタクト部を厚さ方向の両側から覆うカバー部と、一端側にコンタクト部及びカバ
ー部が設けられ、他端側に配線ケーブルが接続される端子本体部とを備え、カバー部に設
けたスリット状の開口部に相手側端子を挿入することにより、コンタクト部に相手側端子
を接続するようにしたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。この電気接続用
端子では、コンタクト部に挟持された相手側端子の幅方向の移動をカバー部の開口部の両
端で規制することにより、コンタクト部の過度な変位を抑制するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－４５５３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、前記電気接続用端子は、金属板を打ち抜き加工した後、コンタクト部及びカ
バー部を端子本体部に対して折り曲げ加工することによって形成される。この場合、コン
タクト部は、端子本体部の幅方向一方に延出する延出部に設けられ、この延出部を端子本
体部の幅方向に折り曲げて端子本体部に折り重ねられる。また、カバー部は、端子本体部
の長手方向の先端側から延出する他の延出部に設けられ、この延出部を端子本体部の長手
方向に折り曲げてコンタクト部の上に折り重ねられる。
【０００５】
　しかしながら、コンタクト部とカバー部は、それぞれ別々の延出部に設けられるととも
に、互いに異なった方向（端子本体部の幅方向と長手方向）に折り曲げられているため、
コンタクト部とカバー部との位置ずれが生じやすく、例えばコンタクト部がカバー部に対
して幅方向一方に偏在している場合には、相手側端子をコンタクト部に接続する際、相手
側端子がコンタクト部の位置ずれによりカバー部の開口部の一端に当接し、コンタクト部
の一方との接触圧が低下または非接触となって接続不良を生ずるという問題点があった。
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【０００６】
　本発明は前記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、コンタク
ト部とカバー部との幅方向の位置ずれを少なくすることのできる電気接続用端子及びこれ
を用いたコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は前記目的を達成するために、相手側端子を挟持する平板状のコンタクト部と、
コンタクト部を厚さ方向両側から覆うカバー部と、一端側にコンタクト部及びカバー部が
設けられ、他端側に任意の接続対象物が接続される端子本体部とを備え、カバー部に設け
たスリット状の開口部に相手側端子を挿入することにより、コンタクト部に相手側端子を
接続するようにした電気接続用端子において、前記端子本体部の一端側に相手側端子の挿
抜方向に延びるように設けられ、一端側にコンタクト部が形成されるとともに、コンタク
ト部と端子本体部との間にカバー部とカバー部の開口部となる長孔が形成された平板状の
延出部を備え、コンタクト部を延出部の長手方向一端側に折り返すとともに、コンタクト
部を含む延出部の長手方向一端側を長孔の長手方向中央から延出部の長手方向他端側に折
り返すことにより、コンタクト部を覆うカバー部を形成している。
【０００８】
　これにより、コンタクト部とカバー部が延出部に設けられるとともに、互いに同一方向
（延出部の長手方向）に折り曲げられることから、コンタクト部とカバー部が互いに幅方
向に位置ずれを生ずることなく位置合わせされる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の電気接続用端子によれば、コンタクト部とカバー部とを互いに同一方向に折り
曲げて形成することができるので、コンタクト部とカバー部とを互いに幅方向に位置ずれ
を生ずることなく位置合わせすることができ、コンタクト部がカバー部に対して幅方向一
方に偏在することがなく、相手方端子との接続不良を効果的に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態を示す電気接続用端子の正面側斜視図
【図２】電気接続用端子の背面側斜視図
【図３】電気接続用端子の平面図
【図４】電気接続用端子の側面断面図
【図５】電気接続用端子を形成する金属板の斜視図
【図６】電気接続用端子の製造工程を示す部分斜視図
【図７】電気接続用端子の製造工程を示す部分斜視図
【図８】電気接続用端子の製造工程を示す部分斜視図
【図９】配線ケーブルを接続した電気接続用端子の斜視図
【図１０】雄側コネクタ及び雌側コネクタの斜視図
【図１１】雄側コネクタ及び雌側コネクタの側面断面図
【図１２】相手側端子との接続状態を示す電気接続用端子の部分平面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図１乃至図１１を参照し、本発明の一実施形態について説明する。
【００１２】
　同図に示す電気接続用端子１は、相手側端子を挟持する平板状のコンタクト部２と、コ
ンタクト部２を覆うカバー部３と、一端側にコンタクト部２及びカバー部３が設けられ、
他端側に任意の接続対象物が接続される端子本体部４とを備えている。
【００１３】
　コンタクト部２は二股状をなす一対の弾性片部２ａを有し、各弾性片部２ａの先端部に
互いに対向して突設した接触部２ｂによって相手側端子を挟持するようになっている。
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【００１４】
　カバー部３はコンタクト部２を厚さ方向の両側から覆うように形成され、その先端側に
は上面から下面に亘って長手方向に延びるスリット状の開口部３ａが設けられている。開
口部３ａは相手側端子を挿入可能な幅に形成され、開口部３ａの内側にはコンタクト部２
の各接触部２ｂが突出している。カバー部３はコンタクト部２の上面及び下面との間にそ
れぞれ所定の間隔を有するように形成されており、コンタクト部２の基端側はカバー部３
の上面及び下面に設けた突起３ｂの当接により上下方向の移動を規制されている。
【００１５】
　端子本体部４は、接続対象物が接続される第１及び第２の接続片４ａ，４ｂを有し、第
１及び第２の接続片４ａ，４ｂは互いに端子本体部４の長手方向に間隔をおいて設けられ
ている。この場合、第１の接続片４ａは第２の接続片４ｂよりも端子本体部４の一端側に
配置され、第１の接続片４ａの内面（上面）には幅方向に延びる複数の溝４ｃが互いに長
手方向に間隔をおいて設けられている。端子本体部４の一端側には、カバー部３の基端側
を固定する固定部としての固定片部４ｄが設けられ、固定片部４ｃはカバー部３の基端側
の上方を覆うように形成されている。また、固定片部４ｄにはカバー部３の上面に当接す
る突部４ｅが設けられ、カバー部３の基端側が突部４ｅの当接によって上方への移動を規
制されている。
【００１６】
　前記電気接続用端子１は、打ち抜き加工された平板状の金属板からなり、以下に説明す
るように折り曲げ加工することによって形成される。即ち、図５に示す折り曲げ加工前の
金属板１′は、端子本体部４の一端側から長手方向に延びる平板状の延出部５を有し、延
出部５によってカバー部３が形成される。延出部５にはカバー部３の開口部３ａをなす長
孔５ａが設けられ、延出部５の一端にはコンタクト部２が設けられている。
【００１７】
　この金属板１′を折り曲げ加工する場合、図６に示すようにコンタクト部２を基端側か
ら延出部５の一端側に折り返した後、図７に示すようにコンタクト部２を含む延出部５の
一端側を長孔５ａの長手方向中央から延出部５の他端側に折り返し、図８に示すように固
定片部４ｄをカバー部３の基端側に折り曲げることにより、コンタクト部２を覆うカバー
部３が形成される。この場合、コンタクト部２とカバー部３は延出部５に設けられるとと
もに、互いに同一方向（延出部５の長手方向）に折り曲げられることから、コンタクト部
２とカバー部３が互いに幅方向に位置ずれを生ずることなく位置合わせされる。
【００１８】
　また、図９に示すように、端子本体部４の他端側に接続対象物としての配線ケーブル７
を接続する場合は、配線ケーブル７の被覆１ａの先端側を除去して導線１ｂを露出させ、
第１の接続片４ａを折り曲げて導線１ｂをカシメにより固定し、第２の接続片４ｂを折り
曲げて被覆１ａをカシメにより固定する。
【００１９】
　以上のように構成された電気接続用端子１は、図１０及び図１１に示すコネクタに用い
られる。このコネクタは、雄側コネクタ１０と雌側コネクタ２０とからなり、雄側コネク
タ１０のハウジング１１には複数の電気接続用端子１が保持されている。この場合、配線
ケーブル７が接続された各端子１をハウジング１１の背面側から端子孔１１ａに挿入する
ことにより、各端子１がハウジング１１に装着される。その際、ハウジング１１内には端
子１の固定片部４ｄに係止可能な係止部１１ｂが弾性片部１１ｃに設けられ、端子１をハ
ウジング１１内の所定位置まで挿入すると、端子１の固定片部４ｄが係止部１１ｂを乗り
越えるとともに、係止部１１ｂが固定片部４ｄの後端に係止し、端子１が反挿入方向への
移動を規制されてハウジング１１内に固定される。また、雌側コネクタ２０には複数の相
手側端子２１が設けられ、雄側コネクタ１０と雌側コネクタ２０とを嵌合すると、雄側コ
ネクタ１０の各端子１に雌側コネクタ２０の各端子２１が接続される。その際、図１２に
示すように、端子１のコンタクト部２に挟持された相手側端子２１の幅方向の移動がカバ
ー部３の開口部３ａの両端で規制されることから、コンタクト部２の弾性片部２ａの過度
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【００２０】
　このように、本実施形態の電気接続用端子１によれば、端子本体部４の一端側に相手側
端子２１の挿抜方向に延びるように設けられ、一端側にコンタクト部２が形成されるとと
もに、コンタクト部２と端子本体部４との間にカバー部３とカバー部３の開口部３ａとな
る長孔５ａが形成された平板状の延出部５を備え、延出部５の一端に設けたコンタクト部
２を延出部５の長手方向一端側に折り返すとともに、コンタクト部２を含む延出部５の長
手方向一端側を長孔５ａの長手方向中央から延出部５の長手方向他端側に折り返すことに
より、コンタクト部２を覆うカバー部３を形成するようにしたので、コンタクト部２とカ
バー部３とを互いに同一方向（延出部５の長手方向）に折り曲げて形成することができる
。これにより、コンタクト部２とカバー部３とを互いに幅方向に位置ずれを生ずることな
く位置合わせすることができるので、コンタクト部２がカバー部３に対して幅方向一方に
偏在することがなく、相手方端子２１との接続不良を効果的に防止することができる。
【００２１】
　また、端子本体部４の一端側にカバー部３の基端側を固定する固定片部４ｄを設け、固
定片部４ｄによってカバー部３の基端側を覆うことにより、延出部５の折り返し方向反対
側への戻りを規制するようにしたので、延出部５を折り曲げた状態で確実に保持すること
ができ、カバー部３の変形を効果的に防止することができる。
【００２２】
　更に、カバー部３をコンタクト部２の上面及び下面との間にそれぞれ所定の間隔を有す
るように形成したので、コンタクト部２の各弾性片部２ａがカバー部３と接触することが
なく、各弾性片部２ａをコンタクト部２の幅方向に円滑に弾性変形させることができる。
【００２３】
　この場合、カバー部３の上面及び下面に、コンタクト部２の基端側に厚さ方向両側から
当接する突起３ｂを設けたので、各突起３ｂによってコンタクト部２の基端側の上下方向
の移動を規制することができ、コンタクト部２をカバー部３との間に隙間を有した状態で
確実に保持することができる。また、コンタクト部２の基端側に突起３ｂが当接すること
により、突起３ｂとの当接がない場合に比べ、コンタクト部２の接触部２ｂから端子本体
部４までの通電経路を短くすることができ、その分だけ電気抵抗を小さくすることができ
る。
【００２４】
　更に、電気接続用端子１が装着される雄側コネクタ１０のハウジング１１に、端子１が
所定位置まで挿入されると、端子１の固定片部４ｄに係止して端子１の反挿入方向への移
動を規制する係止部１１ｂを設けたので、端子１を挿入するだけで端子１をハウジング１
１に固定することができ、ハウジング１１への端子１の装着作業を極めて容易に行うこと
ができる。この場合、カバー部３の基端側を固定するための固定片部４ｄにハウジング１
１の係止部１１ｂを係止するようにしたので、端子１にハウジング１１の係止部１１ｂに
係止するための専用の係止部を設ける必要がなく、端子１の構造を簡素化することができ
る。
【符号の説明】
【００２５】
　１…電気接続用端子、２…コンタクト部、３…カバー部、３ａ…開口部、３ｂ…突起、
４…端子本体部、４ｄ…固定片部、５…延出部、５ａ…長孔、１０…雄側コネクタ、１１
…ハウジング、１１ｂ…係止部。
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